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近年、ハロゲン化鉛系ぺロブスカイト化合物を活性層として用いた太陽電池は 20％を超えるエ

ネルギー変換効率が報告され、製造が容易で低コストでの作成が可能であることから大きな注目

を集めており、実用化に向けた研究が現在活発に行われている。1)
 

これらの研究の多くは、ハロゲン化鉛系ぺロブスカイト化合物 CH3NH3PbX3(X=I or Br)が用いら

れている。同化合物においては、有機カチオンのイオン半径が大きくなるほどバンドギャップが

減少し、長波長の光を吸収できることが報告されている。1)
 エネルギー変換効率の観点から単接

合型太陽電池の最適なバンドギャップの値は 1.4eV程度であり 1)、1.55eV のバンドギャップを持

つ CH3NH3PbI3は、より多くの太陽光スペクトルを吸収することができない。CH3NH3
+の代わりに

イオン半径がわずかに大きい HC(NH2)2
+を用いることによりバンドギャップは 1.48eV に減少し、

エネルギー変換効率の向上が期待される 1)。 

本研究では、HC(NH2)2
+を有機カチオンに用いたハロゲン化鉛系ぺロブスカイト化合物

HC(NH2)2PbI3 を合成し、その構造安定性と合成時に各種添加剤を加えることにより結晶性と欠陥

構造に与える効果について総合的に評価を行った。詳細な結果については当日発表する。 
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